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	企業見学を通して 地域産業と働く人の想いを学ぶ
	　七月七日、丘中学校二年生を対象とした企業見学が実施され、生徒たちは半日ずつ市外と市内の企業を訪問した。共創共学プラットフォームでは、学校からの依頼を受け、市内受入事業所の開拓および事前打合せを実施。生徒が「会社」「仕事」「ヒト」という三つの視点から企業と関わることのできるプログラムを支援した。今年度は全グループが製造業を訪問し、地域を支える基幹産業への理解を深める機会となった。
	　受入事業所への事前説明では、会社概要や工場見学にとどまらず、「なぜこの仕事を選んだのか」「仕事のやりがいや大切にしている価値観」など、現場で働く社員の想いやエピソードを交えてお話しいただくよう依頼した。これは、企業見学を単なる「職場見学」で終わらせず、生徒自身が「働くこと」を自分の将来と結び付けて考えるきっかけにすることをねらいとしたためである。
	　当日、生徒たちは実際の製造工程を見学し、ものづくりの現場ならではの工夫や技術に触れた。「地域を支える仕事」という視点をもって見学したことで、普段の生活と地域産業とのつながりを肌で感じることができたようだ。また、社員との対話を通して「同じ製造業でも、仕事内容や働く理由、やりがいは人それぞれ異なる」ことを知り、働くことに対する多様な価値観に出会う貴重な機会となった。
	カンリウ工業（株）見学風景
	　事後アンケートを見ると生徒からは「企業見学の中で印象に残った場面は」という問いに対して、「会社の理念についての説明」を挙げる生徒が予想外に多かった。会社は事業をとおして社会に貢献していることをリアルな現場で実感できた生徒が多かったのではなかろうか。また受入企業からは、「生徒との対話を通して、自分たちの仕事の魅力や働く意義を改めて見つめ直すことができた」「社員にとっても成長につながる機会だった」といった声が寄せられた。 　今回のプログラムは学校・生徒と事業所・社員の双方で有意義な学びの場であったといえるのではなかろうか。
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	・カンリウ工業（株）【広丘】 ・京王重機整備（株）塩尻営業所【広丘】 ・シスメックスRA（株）【広丘】 ・城北工業（株）長野工場【片丘】 ・DOWAパワーデバイス（株）【片丘】 ・美勢商事（株）【広丘】 ・（株）ヤマトインテック【広丘】 ・（株）ユニコン【広丘】
	　行政の立場から、学校・地域・企業の皆さんをつなぎ、子どもたちが地域での学びや多様な人との出会いを通して、自分の将来や可能性について考えられる環境づくりに取り組んでいます。私自身も、多くの方々とのつながりから学び、支えられてきました。その経験を大切にし、学校や地域の皆さんと協力しながら、一人ひとりの「やってみたい」という気持ちを育んでいけたらと思っています。
	　塩尻市役所学校教育課教育企画係の武田恵です。今年度からキャリア教育事業を担当しています。
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